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も
ご
く
少
数
だ
と
し
て
い
る
が、

騒
乱
は
周
辺
の
四
川
省
や
青
海

省、
甘
粛
省
な
ど
の
チベ
ッ
ト
族

自
治
州
に
も
広
が
り、
事
態
は
き

わ
め
て
深
刻
な
様
相を
呈
し
て
い

る。イ
ン
ド
北
部の
ダ
ラ
ム
サ
ラ
に

亡
命
し
て
い
る
チベ
ッ
ト
仏
教
の

最
高
指
導
者
ダ
ラ
イ・
ラマ
は
世

は、
同
日
の
記
者
会
見
で
「
文
化

的
虐
殺
が
起
き
て
い
る」
と
中
国

に
強
く
抗
議
し
て
い
た。

周
知
の
よ
う
に
中
国
は
1
9
5

0
1
引
年、
朝
鮮
戦
争
に
世
界の

注
目
が
集
まっ
て
い
る
中、
「
チ

ベ
ッ
ト
解
放」
と
い
う
名
の
侵
攻

木目福田

中
国
が
国
威
発
揚の
絶
好
の
機

会
と
と
ら
え
る
北
京五
輪
ま
で
4

カ
月
余
と
い
う
こ
の
時
期
に、
チ

ベ
ッ
ト
で
衝
撃
的
な
騒
乱
が
発

生、
中
国
当
局の
無
慈
悲
な
制
圧

に
対
し
て、
世
界
的
な
怒
り
が
集

まっ
て
い
る。

チベ
ッ
ト
自
治
区
の
首
都
ラ
サ

で
3
月
刊
日
以
来
発
生
し
た
反
乱

で
は、

軍や
警
察
の
発
砲
で
多
数

の
死
者
や
逮
捕
者
が
出
た
と
報
じ

ら
れ
た。
中
国
当
局
は
例
に
よっ

て
厳
し
く
報
道
管
制
し、
死
者
数
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と
占
領
を
行っ
た。
1
9
6
5
年

以
後
は、
チベ
ッ
ト
自
治
区
と
し

て
今
日
に
い
たっ
て
い
る。

チベ
ッ
ト
人
は
も
ち
ろ
ん一
貫

し
て
そ
れ
に
抵
抗
し
て
き
た。
そ

の
ピ
l
ク
が
日
年の
「
チベ
ッ
ト

動
乱」
で
あ
る。
し
か
し、
中
国

の
人
民
解
放
軍
は
徹
底
的
な
弾
圧

を
加
え
た。
富
裕
層
や
地
主
ら
を

公
衆
の
面
前
で
銃
殺
に、
あ
る
い

は
生
き
埋
め
に
し、
僧
侶
を
撲

殺、
焼
殺
す
る
な
ど
し
て、
動
乱

を
鎮
圧
し
た
と
い
う。
多
く
の
チ

シ
リ
ー
ズ

チ
ベ
ッ
ト
騒
乱

ベ
ッ
ト
人
が
難
民と
し
て
イ
ン
ド

に
逃
れ、
ダ
ラ
イ・
ラマ
同
世
も

ヒ
マ
ラ
ヤ
を
越
え
て
の
亡
命
を
余

儀
な
く
さ
れ
た。

犠牲
者
は
累
計
1
20
万
？

当
時、
中
国
語
を
学
ぶ
学
生
だ

っ
た
私は、
北
京
放
送
が
「
（
チ

ベ
ッ
ト
を
所
管
す
る〉
諦
冠三
将

軍
が
道
中
の
ダ
ラ
イ・
ラマ
と
友

好
的
に
密
簡
を
交
わ
し
て
い
る。

彼
は
亡
命
し
た
の
で
は
な
く、
帝

国
主
義
者
と
チベ
ッ
ト
の
反
動
分

子
に
担
致
さ
れ
た
の
だ」
な
ど
と

虚
偽
の
放
送
を
盛
ん
に
流
し
て
い

た
の
を
覚
え
て
い
る。

「日中友好Jも極めて微妙に
チベ
ッ
ト
で
は
そ
の
後
も
反
乱

が
続
き、
前
年の
秋
と
ω
年の
春

に
も
ラマ
僧
に
よ
る
蜂
起
が
あっ

た。
続
く
ω
年
1
月
に
は、
ダ
ラ

イ・
ラマ
に
代
え
て
中
国
当
局
が

擁
立
し
たパ
ン
チヱ
ン・
ラマ
叩

世
が
謎
の
急
死
を
遂
げ
て
い
る。

「
チベ
ッ
ト
動
乱」
か
ら
初
年

と
な
る
こ
の
年、
パ
ン
チェ
ン・

ラマ
の
急
死
が
引
き
金
と
な
る
形

で
ま
た
も
大
暴動
が
起
き、
同
3
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月、
中
国
史
上
初
め
て
の
戒
厳
令

が
チベ
ッ
ト
自
治
区
に
敷
か
れ

た。当
時
の
同
自
治
区
の
最
高
琵
任

者
が
今
日
の
胡
錦
鴻
国
家主
席
で

あ
り、
胡
錦
鴻
は
チベ
ッ
ト
で
徹

底
的
な
弾
圧
を
行っ
た
功
績
を
買

わ
れ
て
当
時
の
最
高
権
力
者
都
小

平
に
よ
り
中
央
に
呼
び
戻
さ
れ
た

指
導
者
で
あ
る。

そ
の
後、
中
国
当
局
は
チベ
ッ

吉田iF 
ト
に
懐
柔
策
を
と
る
よ
う
に
な

る。
的
年
刊は
月、
ダ
ラ
イ・
ラマ

に
ノ
ーベ
ル
平
和
貨
が
授
与
さ
れ

た
の
が
きっ
か
り
で
あ
る。
北
京

政
府
は
「
西
部
大
開
発」
を
掲
げ

て
チベ
ッ
ト
の
観
光
振
興
に
乗
り

出
し、
2
0
0
6
年
7
月
に
は
膏

蔵
鉄
道
も
開
通
し
た
が、
依
然
と

し
て
ラ
マ
教
の
布
教
を
許
可
せ

ず、
政
治
犯
も
釈
放
し
て
い
な

い。
そ
う
し
た
状
況
下
で、
%
年

5
月
に
も
大
き
な
反
乱
と
中
国
当

局
に
よ
る
弾
圧
が
あっ
た。

こ
う
し
て
抑
圧
↓
反
乱
↓
鎮
圧

と
い
う
不幸
な
歴
史
が
繰
り
返
さ

れ
て
き
た
チベ
ッ
ト
で
は、
中
国

当
局
に
よ
る一
連
の
弾
圧
に
よっ

て
出
た
犠
牲
者
の
数
が、
1
2
0

万
人
を
超
え
る
と
さ
丞
冨
わ
れ
て

い
る。
こ
れ
は
全
チベ
ッ
ト
人
口

の
5
分
の
1
以
上
に
当
たっ
て
い

る。
そ
の
上
に
今
回
の
暴
動
が
再

発
し
た
の
で
あ
る。

5
月
首
脳
会
敵
は
延
期を

今
回
の
チベ
ッ
ト
暴動
は、
ウ

イ
グ
ル
族
や
モ
ン
ゴ
ル
族
に
対
す

る
人
権
抑
圧へ
の
国
際
的
批
判
と

と
も
に、
今
週
末
の
台
湾
総
統
選

挙
に
も
大
き
な
影
響
を
与
えつ
つ

あ
る。折

し
も
来
る
5
月
中
旬
に
は、

胡
錦
鴻主
席の
来
日
が
予
定
さ
れ

つ
つ
あ
り、
い
わ
ゆ
る
親
中
派
の

福田
首
相
は、
毒
入
り
ギョ
ー
ザ

事
件
や
東
シ
ナ
海で
の
ガ
ス
回
開

発の
問題
な
ど
の
決
着
も
な
い
ま

ま
に、
日
中
平
和
友
好
条
約締
結

初
周
年
を
記
念
し
て
日
中
友
好
の

大
が
か
り
な
首
脳
会
談
を
聞
こ
う

と
し
て
い
る。

し
か
し、
ド
イ
ツ、
フ
ラ
ン

ス、
米
国
な
ど
欧
米の
民
主
主
義

諸
国
がこ
ぞっ
て
中
国
の
チベ
ッ

ト
制
圧
を
非
難
し
は
じ
め
て
い
る

と
き
だ
け
に、
日
本
政
府と
し
て

は
極
め
て
慎
重
な
対
応
が
求め
ら

れ
よ
う。
a

中
国
当
局と
チベ
ッ
ト
の
双
方

に
自
制
を
求
め
る
町
村
官
房
長
官

の
発
言
が
あっ
た
と
は
い
え、
空

々
し
い
日
中
友
好
の
セ
レ
モニ
ー

を
こ
の
時
期
に
挙
行
す
る
と
す
れ

ば、
日
本
国
民
か
ら
も
強
い
反
発

を
受
け
る
ば
か
り
か、
世
界の
聾

援
を
買う
で
あ
ろ
う。

「
食」
や
「
環
境」
、
そ
れ
に

「
人
権」
で
不
安の
大
き
い
北
京

五
輪の
ボ
イコ
ッ
ト
と
ま
で
は
い

ま
す
ぐ
結
論
を
出
さ
な
い
に
し
て

も、
こ
の
5
月の
日
中
首
脳
会
談

の
開
催は
ひ
と
ま
ず
延
期
すべ
き

だ
と
私は
考
え
て
い
る。

（
な
か
じ
ま
み
ね
お〉
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